







































ット上に公開されている。バタイユに関する研究は、Bataille et le « supplicie
chinois » - erreurs sur la personne と題され、アドレスは、http://www.larevuedesre
ssources.org/bataille-et-le-supplicie-chinois-erreurs-sur-la-personne,1480.html であ
る。何度かヴァージョン・アップされているようで、現在のヴァージョンには




















の章の最後には、1939 年 9 月－ 1940 年 3 月という日付の記入がある。その
上で、20 年近くを経たのち、1961 年 6 月 7 日――これは結果的に彼の死の前
年となる――という刊行日を持つ『エロスの涙』に、所有する写真 4 点とその
















































































るにブルゴンは、『私は何でも知っている、絵入り国際百科 Je sais tout,


























































































A は、Wang Weiqin という男の場合で、刑の執行は 1904 年 10 月、16 枚の
写真がある
B は、フー・チュ・リの場合で、期日は 1905 年 4 月 10 日、21 枚の写真が
ある。
C は、囚人の名前も、執行の期日も不明であって、6枚の写真がある。



































Dix ans au pay du Dragon』（1910年）という本である。そこには 11枚の写真が






ように残されていないからだ。バタイユからの手紙はその後、3 月 27 日、5


























年から 36 年にかけて再刊されるが、その『新心理学概論』の第 3 巻――そこ

















































































る 6 点のうちの 4 点である――が掲載されているが、その配置に関する問題で
















『エロスの涙』の初版を所有しているが、その奥付では、刊行日は 1961 年 6










































































































( 1 ) 『内的体験』、出口裕弘訳、平凡社ライブラリー、2006 年、p.273. 原典の引用
先は Œuvres complètes de Georges Bataille, tome I-XII, 1970-1988, Gallimard,で、以後
OC Iのように略記する。この引用は OC V, p.139。
－ 77 －
伝説の終わり？
( 2 ) 『有罪者』、出口裕弘訳、現代思潮社、1971年、p.64. OC V, p.268。




名前の標記は、『涙』では Fou-Tchou-Li だが、ブルゴンでは Fu-zhu-li である。後
者が現在の表記らしいが、この研究ノートでは、バタイユを尊重して前者の表記
を採用し、フー・チュ・リと音読する。
( 4 ) 『エロスの涙』、pp.310-312, OC X, pp.626-627。
( 5 ) ブルゴンの論文からの引用箇所は、引用のあとにページを示す。ただしこれ
は論文の印刷用のヴァージョンでの数字である。全体で 8ページある。
( 6 ) 『エロスの涙』の邦訳は二つあり、トレヴィル社からの樋口裕一による訳
（1995年）は再版に拠っており、これらの手紙が訳出されている。
( 7 ) Georges Bataille, choix de lettres 1917-1962, édition établie, présentée et annotée par
Michel Surya, 1997, Gallimard.
( 8 ) 4 という数字も現れる（p.5）のだが、この 4 番目の例についてはほかに説明
はない。








(12) Jean Bruno, Les téchniques d'illumination chez Georges Bataille, dans Critique, 195-
196, août-septembre 1963, p.710.
(13) 『エロスの涙』、樋口裕一訳、p.39、OC X, p.723。




(15) 『内的体験』、p.165、OC V, p.83.
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